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平成23年8月の「歯科口腔保健の推進に関する法律」の公布、平成24年7月の「歯科口腔保健の推進
に関する基本的事項」の公表を受け、法律の基本理念に基づき、関連計画との整合性を図りながら、平成
26年3月に「堺市歯科口腔保健推進計画」を策定しました。平成30年度には目標値の達成状況を評価し
「堺市歯科口腔保健推進計画（第2次）」を策定しています。計画期間は「健康さかい21（第2次）
2019－2023計画」等との整合性を図るため同計画の期間に合わせています。令和3年4月には堺市歯科
口腔保健推進条例が施行され、この条例に規定される計画については現計画を継承して進捗管理を行いま
す。

計画の前提

歯科口腔保健推進計画の位置付けと計画期間

１

上位計画である「堺市基本計画2025」では、2030年度にめざすゴール（KGI）として健康寿命を掲げて
おり、高齢になっても充実した生活を送ることや、意欲のある人が社会で活躍し続けることができる都市の実現
に向け、健康寿命の延伸をめざします。また、「健やかな生活習慣の形成」に向け、適切な食生活や口腔ケア、
適度な運動、十分な休養、禁煙等のバランスの取れた健康的な生活習慣を確立するため、市民自らが生活
習慣を改善して健康を増進し、生活習慣病の発症を予防するよう、科学的知見に基づく普及啓発を行いま
す。

（1）健康で長生きできる都市の実現

① 健やかな生活習慣の形成

人生100年時代の健康・福祉～Well－being～
【重点戦略】

指標名
現状値

（2018年度）
目標値

（2025年度）

特定健康診査受診率 27.2% 50％以上

【KPI（重要業績評価指標）】

すべての人がいくつになっても、心身ともに健康で輝きながら暮らし続け、充実した生活を送ることができるよう、

健康・福祉の充実を図るため、各ライフステージで歯科口腔保健の取組を行います。

指標名
現状値

（2016年度）
目標値

（2030年度）

健康寿命
男性71.46年
女性73.60年

男性74.00年
女性77.00年

【KGI（重要目標達成指標）】

H24

（2012）

H25

（2013）
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（2014）

H27

（2015）

H28

（2016）

H29

（2017）

H30

（2018）

R1

（2019）

R2

（2020）

R3

（2021）

R4

（2022）

R5

（2023）

評価 評価

堺市歯科口腔保健推進計画 堺市歯科口腔保健推進計画（第2次）

健康さかい２１（第2次） 健康さかい２１（第2次）2019～2023計画

堺市食育推進計画（第2次） 堺市食育推進計画（第3次）



ライフステージにおける取組

●取組
妊娠中からの定期的な歯科受診による専門的な口腔管理とセルフケアの重要性や、歯周病と全身

の健康との関連等の情報提供を行い、歯と口の健康を守り、安心して子育てができるように支援します。

●堺市歯科口腔保健推進計画における数値目標

1.妊産婦期 生まれてくる赤ちゃんのためにも

【内容】
・妊婦教室に歯科検診を併設し、個別指導を実施しています。
・4か月児健康診査等に成人の歯科相談を併設し、産婦の歯科検診としても実施しています。

【令和2年度の取組】
・母子健康手帳交付時に歯科検診の受診勧奨をしました。
・母子健康手帳利用時に目に触れ意識づけが行えるよう、歯科検診啓発しおりを手帳に挟み配付
しました。
・妊娠期に必要な歯と口の健康情報をコンパクトにまとめた「お口健やかマタニティライフ」（妊婦教室
の教材、HPに掲載）を改訂しました。

２

●今後に向けて
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた対応の長期化が考えられるため、妊娠期に必

要な口腔ケアの知識やかかりつけ歯科医での定期検診の受診につなげるための情報を動画で伝える環
境整備を図ります。

主な評価指標
計画策定時

令和2年度 目標値
（H28）

過去1年間に歯科検診を
受けた妊婦の割合

49.4%
59.8%
（＊1）

60％以上

歯科検診啓発しおり

40

45

50

55

60

65

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

過去1年間に歯科検診を受けた妊婦の割合の推移（％）

妊婦教室教材堺市歯科口腔保健事業年報

（＊1）堺市歯科口腔保健事業年報より



ライフステージにおける取組

●取組
おやつの回数など生活習慣の中にあるむし歯リスクの軽減に向けて、多様な職種や地域、関係機関

と情報共有しながら予防に取り組みます。

●堺市歯科口腔保健推進計画における数値目標

２.乳幼児期 健やかな歯と口を育てるために

【内容】
・乳幼児健康診査で集団・個別での保健指導を実施しています。
・離乳食講習会で口腔機能の育成も含めた講話と個別指導を実施しています。
・子育てサークル等、地域での保健指導を実施しています。

【令和2年度の取組】
・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、対面での集団指導を避け、仕上げ磨きの開始
時期やポイントについての啓発動画を作成し、自宅でも閲覧できるようYouTubeに配信しました。
・また、園での歯みがきを中止にしているところもあることから、園内での保健教育を強化しました。

３

●今後に向けて
新型コロナウイルス感染症の影響による生活習慣の変化が考えられ、令和2年度は、３歳児でむし

歯経験のない児の割合の低下や、清掃状況不良の児の増加等、前年度と比較して状態が悪化して
います。むし歯予防のためには、フッ素を用いることが効果的であり、引き続きかかりつけ歯科医でのフッ
素塗布や家庭での効果的な歯磨剤の使用を勧めていきます。

主な評価指標
計画策定時

令和2年度 目標値
（H28）

3歳児のむし歯経験が
ない児の割合

81.9%
85.5%
（＊1）

90％以上

65

70
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80

85

90

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

3歳児でむし歯経験のない児の割合推移（％）

仕上げ磨きの開始時期やポイントの動画

（＊1）３歳児健康診査より



ライフステージにおける取組

●取組
むし歯や歯肉炎の進行とその予防方法、８０２０（ハチマルニイマル）運動や噛ミング３０（カミ

ングサンマル）についての情報提供や歯科保健指導の機会を増やす支援をします。

●堺市歯科口腔保健推進計画における数値目標

３.学童期・思春期 歯と口の大切さを学び活かすために

【内容】
・各学校園で歯科検診を実施しています。
・各学校等での健康教育や、養護教諭との連携、学校保健委員会に参加し、歯と口の健康につい
て情報提供や啓発を行っています。

【令和2年度の取組】
・令和元年度に作成した学童期向け啓発リーフレット「チェック＆トライ むし歯と歯肉炎」を活用して
健康教育を実施しました。

４

●今後に向けて
むし歯や歯肉炎予防を中心とした啓発媒体の作成や健康教育に加え、成人期に向かう学童期・思

春期への対応として、歯周病予防対策の実施についても検討します。

主な評価指標
計画策定時

令和2年度 目標値
（H28）

過去1年以内に歯みがき指導を
受けたことがある者の割合

（小学6年生）
71.7％ － 80％以上

（一般社団法人 大阪府学校歯科医会統計情報）
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一人平均むし歯経験歯数（永久歯）の推移

（中学1年生：12歳児）

堺市 大阪府

（本）
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

歯肉に炎症所見のある者の推移

（中学1年生：12歳児）

堺市 大阪府

（％）

＊健康づくりに関するアンケート調査を
令和4年度に実施予定



ライフステージにおける取組

●取組
むし歯や歯周病予防のために、自身での口腔健康管理と、かかりつけ歯科医での定期検診を受診

することの重要性について情報提供を行います。

●堺市歯科口腔保健推進計画における数値目標

４.成人期 歯と口の健康を保ち全身の健康を維持するために

【内容】
・歯と口の健康と全身の健康との関係について、保健センター、地域や職域で歯科保健指導や健康
教育を実施しています。
・喫煙を含む生活習慣が、むし歯や歯周病に与える影響について情報提供しています。

【令和2年度の取組】
・新たに作成したリーフレット「かかりつけ歯科医で定期的に歯科健診を受ける3つのメリット」を活用し、
かかりつけ歯科医を持つことの大切さを啓発しました。（①）
・減らしおキッチン（減塩メニュー提供協力店）で歯間部清掃用具の普及啓発への協力を依頼しま
した。（②）

５

●今後に向けて
歯周病と糖尿病等の全身疾患との関連を強調した取組が必要です。そのためには、かかりつけ歯科医で
の定期検診と保健指導が重要になります。これらについて関係団体とも連携し、リーフレットを用いた啓発や、
保健センターでの多職種（他職種）との協働した事業を通じて、市民に情報を提供します。

主な評価指標
計画策定時

令和2年度 目標値
（H28）

40歳で喪失歯のない者の割合
（35歳～44歳）

68.0%
70.5％
（＊1）

75％以上

①「かかりつけ歯科医で定期的に歯科健診を受ける3つのメリット」（リーフレット） ②歯間清掃用具啓発用ケースと糸つきようじ

参考値：令和2年度 堺市成人歯科検診結果より
（＊1）35歳、40歳の集計結果



ライフステージにおける取組

●取組
噛む力の低下や、むせやすくなるなど、口腔機能が低下してくるオーラルフレイルを予防するために、

口腔ケアについて知識の普及とお口の体操の習慣化に取り組んでいきます。

●堺市歯科口腔保健推進計画における数値目標

５.高齢期 おいしく食べて元気に暮らすために

【内容】
・高齢者を対象に保健センターや地域の通いの場で、オーラルフレイル予防のお口の体操や口腔ケア
方法等の健康教育を行っています。
・介護者やケアマネジャー等の支援者に口腔ケアや口腔機能に関する研修会を実施しています。

【令和2年度の取組】
・区の取組として、市民に分かりやすく伝えるため、お口の体操の動画を使ったオーラルフレイル予防の
啓発を行いました。

6

●今後に向けて
オーラルフレイルを含むフレイル予防には、多職種（他職種）で関わることが大切です。関係課の事
業でもお口の体操のプログラムを取り入れてもらい、実践できる機会をさらに増やしていくことが必要です。
今後、高齢者が参加しやすい非接触型の教室についても、ICTを利用した機器を効果的に活用する
ことを検討します。
後期高齢者医療歯科健康診査（大阪府後期高齢者医療広域連合実施）では、新型コロナウイル
ス感染症による緊急事態宣言等により、令和2年度の受診率が令和元年度と比較すると下がっています。
大阪府内でも受診率が低くなっているため、堺市成人歯科検診と併せて歯科検診の必要性について、
健康教育や保健指導、ホームページを活用し周知を引き続き行います。

主な評価指標
計画策定時

令和2年度 目標値
（H28）

お口の体操を
行ったことがある者の割合

（65歳以上）
30.3% ー 50％以上

フレイル予防のDVD

＊健康づくりに関するアンケート調査を
令和4年度に実施予定



ライフステージにおける取組

●取組
健康教育や歯科保健指導について、より充実した体制がとれるように働きかけていきます。

●堺市歯科口腔保健推進計画における数値目標
障害の特性に応じた取組を実施し、歯と口の健康状態についての評価は、各ライフステージに準じた指標
を用います。

６.障害者 住み慣れた地域で暮らすために

【内容】
・障害者等（障害者や介護を必要とする高齢者等）の歯と口の健康状態を把握し、その実情に応じた
歯科口腔保健の取組を考えていく必要があります。障害者等の口腔衛生に関する意識の向上に向け、
施設等での口腔ケアの方法などの健康教育や、家族や支援者向けの研修会を行っています。

【令和2年度の取組】
・障害者等歯科口腔保健推進業務で要介護者や支援者を対象に研修会をWEBで実施しました。

7

●今後に向けて
障害者の歯科治療は時に困難となるため、むし歯や歯周病の「予防」が大切になります。本人やその
家族を含めた支援者に、歯と口の健康の重要性を伝えていくことが必要です。現在、集団による健康
教育が難しいことから、WEBを活用した講座や「いつでも見られる」形式で支援していくことも検討します。



乳幼児健康診査でのむし歯の推移

８
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1歳6か月児

堺市 大阪府

（％）
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3歳児

堺市 大阪府

（％）

大阪府と比較すると、1歳6か月児ではむし歯のない児の割合は高く、3歳児になるとむし歯のない児の割合
は低くなります。

●むし歯経験のない児の割合の推移

●むし歯のある児のむし歯保有本数別割合（3歳児）

市町村名
対象者数
（人）

受診者数
（人）

むし歯の
ない者
（人）

むし歯の
ない者の
割合
（％）

むし歯
有病者
（人）

むし歯
有病率
（％）

（再掲）むし歯本数別割合（％）

1本 2本 3本 4本
5～9
本

10本
以上

堺市
（R2）

7,629 6,738 5,760 85.5 978 14.5 3.4 5.1 1.4 1.5 2.4 0.8

大阪府
（R1）

64,856 60,353 52,319 86.7 8,034 13.3 3.1 4.5 1.4 1.4 2.1 0.7

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

1本 2本 3本 4本 5～9本 10本以上

3歳児健康診査

むし歯本数別割合

堺市（R2） 大阪府（R1）

（％）

＊堺市と大阪府のデータは本資料作成時の最新データを用いています。



堺市歯科口腔保健推進計画取組一覧

９

R2年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、従来集団指導形式で実施している事業を中止・縮小したため、啓発機会が例年に比べ減少し
ています。

担当課 取組 概要
令和元年度

実績
令和２年度

実績
令和３年度
実施状況

対象世代

妊
産
婦
期

乳
児
期

幼
児
期

学
童
期

思
春
期

成
人
期

高
齢
期

子ども育成課 妊婦歯科相談
妊婦歯科相談において歯科相談、歯科検
診を実施する。

39回
250人

27回
171人

継続実施 ○

子ども育成課 妊婦教室 妊婦教室において集団指導を実施する。
40回
309人

36回
282人

継続実施 ○

子ども育成課 フッ素塗布事業

保健センターでの「1歳6か月児健康診査」
または「子どもの歯相談室」において、1歳6
か月～4歳未満の希望者にフッ素塗布を実
施するとともに、フッ素塗布手帳の活用方法
を説明し、かかりつけ歯科医院での継続塗
布の啓発を行う。

281回
7,354人

285回
7,640人

継続実施 ○ ○

子ども育成課 4か月児健康診査

4か月児健康診査時にむし歯予防と口腔
機能に関する集団指導を実施する。集団
指導時、保護者を対象に歯科検診の受診
の啓発を行う。

129回
5,515人

新型コロナウイ
ルス感染症の
感染拡大防
止のため集団
指導は中止

新型コロナウイ
ルス感染症の
感染拡大防
止のため集団
指導は中止

○ ○ ○

子ども育成課 1歳6か月児健康診査
1歳6か月児健康診査時に歯科検診と、む
し歯活動性試験を実施するとともに、生活
習慣を中心に個別指導を実施する。

136回
5,957人

148回
6,223人

継続実施 ○ ○

子ども育成課 子どもの歯相談室

1歳6か月児健康診査にむし歯のハイリスク
児を2歳時にフォローし、歯科検診、相談、
指導等を実施する。また、ハイリスク児以外
の、希望のある乳幼児、小児にも歯科検
診・相談等を実施する。

145回
2,328人

137回
2,104人

継続実施 ○ ○

子ども育成課 3歳児健康診査

3歳児健康診査時に歯科検診と集団指導
を実施する。生活問診状況によりハイリスク
児を対象とした個別指導を実施（個別/集
団）する。集団指導時、保護者を対象に
歯周病予防について啓発を行う。

個別：126回
2,354人

集団：126回
5,787人

個別：149回
2,927人

集団：新型コ
ロナウイルス感
染症の感染拡
大防止のため

中止

継続実施 ○ ○ ○

子ども育成課
全大阪よい歯の
コンクール

保健センターで前年度に3歳児健康診査を
受診され、むし歯のなかったお子さんと、その
お母さん又はお父さんを対象に、口腔内を
審査し、各区で上位3組を選出し表彰する。

表彰式 2回
参加組数34

組

新型コロナウイ
ルス感染症の
感染拡大防
止のため中止

新型コロナウイ
ルス感染症の
感染拡大防
止のため中止

○

子ども育成課 パパの育児教室

従来の保健センター等での歯科保健教育
に加え、「パパの育児教室」においても歯科
保健教育を実施することにより、育児支援
のさらなる充実を図る。

5回
延人数805人

4回
延人数230人

継続実施 ○ ○

幼保運営課

公立・民間全保育所
における歯科健康診
断の実施

歯科保健に関する健
康教育

乳幼児期の歯科保健
向上の啓発活動（育
児講座、お便り等）

学校保健安全法に準じて歯科健康診断を
年1回以上実施し、歯、口腔の疾病異常
や形態、機能等に発達異常がないか健診
する。もし、疾病異常やその疑いが認められ
た場合は受診を勧める。むし歯予防、正常
な発達を促すための保健教育、及び保護
者への保健指導を実施する。

公立こども園
（17）年2回
健診実施

民間認定こど
も園（98）

民間保育園
（17）

地域型保育
事業施設
（47）年1回
以上の健診実
施

保健教育、育
児講座は年間
保健計画に
沿って実施

公立こども園
（17）年2回
健診実施

民間認定こど
も園（104）

民間保育園
（18）

地域型保育
事業施設
（71）年1回
以上の健診実
施

新型コロナウイ
ルス感染症の
感染拡大防
止のため園で
の歯磨きを中
止にしている園
もあり、園内で
の保健教育は
強化した。育
児講座を中止
にしている園も
ある。

公立こども園
（17）年2回
健診実施

民間認定こど
も園（110）

民間保育園
（18）

地域型保育
事業施設
（76）年1回
以上の健診実
施

新型コロナウイ
ルス感染症の
感染拡大防
止のため、前
年度と同様に
実施。

○ ○
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担当課 取組 概要
令和元年度

実績
令和２年度

実績
令和３年度
実施状況

対象世代

妊
産
婦
期

乳
児
期

幼
児
期

学
童
期

思
春
期

成
人
期

高
齢
期

学校総務課
各学校園での
歯科検診の実施

学校保健安全法に基づいて、歯科健康診
断を行い、歯・口腔の疾病及び異常の有無
を検査する。また、形態・機能が発達段階に
即して正常に発達しているか検査し、学校
教育に支障がないか判断する。

実施 実施 継続実施 ○ ○

健康医療推進課 学校との連携

児童・生徒に関わるPTAや教職員などを対
象に、健康教育や学校保健委員会の場な
どを活用し、歯の健康についての意識向上を
図る。

健康教育
19回

1,116人

学校保健
委員会等

40回
580人

健康教育
5回

102人

学校保健
委員会等

23回
134人

継続実施 ○ ○ ○

学校総務課
堺歯科衛生士
専門学校との連携

堺歯科衛生士専門学校の学生が小学校を
訪問し、児童に歯科指導をする。

5校

新型コロナウイ
ルス感染症の
感染拡大防
止による学校
休業で中止

継続実施 ○

学校総務課
歯の図画・ポスター
コンクール

堺市立学校園に「歯の図画・ポスター」を募
集し、作品審査し表彰する。表彰された作
品は、本館エントランスホールに展示する。

応募総数
1,485枚
表彰式1回

新型コロナウイ
ルス感染症の
感染拡大防
止による学校
休業で中止

継続実施 ○ ○

健康医療推進課
成人の歯科相談
歯みがき教室等

保健センターにおいて、歯周疾患予防を目
的として、歯科相談、歯科検診、口腔ケアの
体験実習を含めた歯科保健指導等を実施
する。

151回
1,303人

117回
863人

継続実施 ○ ○ ○

健康医療推進課 地域・職域連携 情報誌の配布や健康教育等
3回

281人
3回

201人
継続実施 ○

健康医療推進課 成人歯科検診

30,35,40,50,60,70,71～74歳、75歳
以上の生活保護受給者の方に対し、市内
委託医療機関において歯科検診を実施す
る。

2,472人 2,128人 実施 ○ ○

健康医療推進課
健康増進法に基づく
健康教育

歯周疾患予防等、歯科保健意識向上を目
的とした健康教育を実施する。

77回
1,591人

20回
238人

継続実施 ○

長寿支援課
介護保険法に基づく
健康教育

口腔機能（食べる、飲み込む等）の維持・
向上、口腔衛生管理（誤嚥性肺炎予防
等）を目的とした健康教育を実施する。

55回
1,593回

20回
406人

継続実施 ○

長寿支援課
ひらめき脳トレプラス教
室(複合型介護予防
事業）

要介護状態に至らないよう、口腔、栄養、
運動、認知機能の活性化をねらいとしたプロ
グラムを実施する。

34回
612人

11回
123人

継続実施 ○

長寿支援課
高齢者いい歯自慢
コンテスト

80歳以上で、20本以上ご自分の歯をお持
ちの堺市民の方を対象に「高齢者いい歯自
慢コンテスト」を開催し表彰する。

表彰式2回
表彰者67人

新型コロナウイ
ルス感染症の
感染拡大予
防のため中止

新型コロナウイ
ルス感染症の
感染拡大予
防のため中止

○

健康医療推進課 ８０２０養成講座

口腔機能や口腔健康管理に対する知識や
技術の習得をめざし、保健センターにおいて2
～3日間コースの健康教育等を行い、８０
２０運動を推進する。

21回
延人数
280人

20回
延人数
205人

継続実施 ○

健康医療推進課

口腔機能向上の
サポーター育成・支援
（８０２０メイト）

口腔機能の向上を含めた口腔の健康づくり
を地域に広げるために、自主活動グループ
「８０２０メイト」の育成や支援を行う。

実人数
142人
延人数
1,006人

実人数
146人
延人数
564人

継続実施 ○
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分析要素 評価指数
堺市の

現状
目標値

口腔内に心配事がない妊婦の割合　※1 34.0% 50％以上

歯科治療が必要ない妊婦の割合　※1 40.0% 60％以上

歯石または歯周炎を保有する妊婦の割合　※1 35.2% 35％以上

歯間部清掃用具を使用する妊婦の割合　※1 42.2% 45％以上

たばこの歯周病への影響を知る妊婦の割合　※1 57.8% 70％以上

環境整備 過去1年間に歯科検診を受けた妊婦の割合　※1 49.4% 60％以上

むし歯経験のない児の割合（1歳6か月児健康診査）※2 99.0% 100%

むし歯経験のない児の割合（3歳児健康診査）※3 81.9% 90％以上

保護者が仕上げみがきを毎日する児の割合（1歳6か月児健康診査）※2 80.4% 90％以上

保護者が仕上げみがきを毎日する児の割合（3歳児健康診査）※3 87.9% 90％以上

おやつの回数が1日2回以下の児の割合（1歳6か月児健康診査）※2 79.8% 90％以上

おやつの回数が1日2回以下の児の割合（3歳児健康診査）※3 91.9% 95％以上

フッ素塗布を受けたことのある児の割合　※3 90.4% 95％以上

2歳児の歯科相談の受診率　※1 64.2% 70％以上

むし歯経験のない児の割合80％以上の区　※3 5区 7区

むし歯がない者の割合（中学1年生）※5 62.1% 70％以上

歯肉に炎症所見を有する者の割合（中学1年生）※4 8.7% 5％以上

歯科検診の結果を覚えている者の割合（小学6年生）※6 63.3% 70％以上

８０２０（ハチマルニイマル）運動を知っている者の割合（小学6年生）※6 17.5% 40％以上

噛ミング３０（カミングサンマル）を知っている者の割合（小学6年生）※6 12.9% 40％以上

環境整備 過去1年以内に歯みがき指導を受けたことがある者の割合（小学6年生）※6 71.7% 80％以上

知識と行動

学

童

期

・

思

春

期

環境整備

乳

幼

児

期

健康

知識と行動

妊

産

婦

期

健康

知識と行動

健康
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資料：
※1 堺市歯科口腔保健事業年報 （平成28年度）
※2 １歳６か月児健康診査（平成28年度)
※3 ３歳児健康診査（平成28年度）
※4 一般社団法人 大阪府学校歯科医会統計情報（平成28年度）
※5 堺市学校定期健康診断結果統計適要（平成28年度）
※6 健康づくりに関するアンケート調査 （平成29年度）
※7 市政モニターアンケート調査 （平成29年度)

分析要素 評価指数
堺市の

現状
目標値

20歳代における歯肉に炎症所見を有する者の割合　※6 32.0% 25％以上

40歳代における進行した歯周炎を有する者の割合　※6 26.5% 20％以上

40歳で喪失歯のない者の割合（35歳～44歳）※6 68.0% 75％以上

たばこの歯周病への影響を知る者の割合　※6 45.4% 70％以上

歯間部清掃用具を使用する者の割合（40歳：35歳～44歳）※6 63.2% 70％以上

過去１年間に歯科検診を受けた者の割合（20歳～64歳）※6 61.2% 65％以上

かかりつけ歯科医をもっている者の割合　※7 76.2% 80％以上

60歳で24本以上の自分の歯を有する者の割合（55～64歳）※6 65.6% 80％以上

80歳で20本以上の自分の歯を有する者の割合（75～84歳）※6 43.5% 60％以上

60歳代における進行した歯周炎を有する者の割合　※6 36.7% 30％以上

60歳代で何でも噛んで食べることができる者の割合　※6 75.2% 80％以上

誤嚥性肺炎予防を意識して口腔ケアを行っている者の割合（65歳以上）※6 35.6% 50％以上

お口の体操を行ったことのある者の割合（65歳以上）※7 30.3% 50％以上

過去1年間に歯科検診を受けた者の割合（70歳以上）※6 75.7% 80％以上

かかりつけ歯科医を持っている者の割合（65歳以上）※6 81.4% 90％以上

健康

知識と行動

障

害

者

障害の特性に応じた取り組みを実施しながら、歯と口の健康状態についての評価は、各ライフステージに準じた指標を用います。

環境整備

成

人

期

健康

知識と行動

環境整備

高

齢

期



開催年月日 議題

第1回 令和3年8月1日～
8月18日
（書面開催）

（1）堺市歯科口腔保健推進計画（第2次）
進捗について

（2）堺市歯科口腔保健に関する取組状況について
（3）報告事項

堺市歯科口腔保健推進条例

計画の進捗管理

●令和3年度堺市歯科口腔保健推進計画（第2次）懇話会

開催年月日 議題

第1回 令和3年6月9日～
6月10日
（書面開催）

（1）堺市歯科口腔保健に関する取組状況について
（2）堺市歯科口腔保健推進条例について
（3）その他

第2回 令和3年12月21日～
12月24日
（書面開催）

（1）堺市歯科口腔保健推進計画（第2次）
令和2年度の進捗について

●令和3年度堺市歯科口腔保健推進計画（第2次）庁内連絡会

●計画の進捗管理
懇話会・庁内連絡会などで取組状況の確認や検討、意見を徴取します。
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年度
R1

（2019）

R2

（2020）

R3

（2021）

R4

（2022）

R5

（2023）

最終評価

計画の

進捗管理

状況の把握・検討・評価

取組への反映


